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（１）目� 的

道南太平洋のアカガレイ資源は噴火湾に分布の中心

を持っている。���� 年から整備された漁獲統計資料に

よると，最大漁獲量は ��	��トン（���
年），また最低

漁獲量は ��� トン（���
 年）を記録するように，漁獲

量は大きく増減を繰り返している。これは本資源が豊

度の高い年級群によって構成され，それ以外の年級群

はきわめて少ないという特徴を持っているためである。

豊度の高い年級群が漁獲物として加入し始めると，漁

獲量は増加し，漁獲死亡・自然死亡により７歳前後で

ピークを迎えた後は，減少傾向で推移する。�

本事業では，噴火湾海域のアカガレイを対象に資源

の合理的な利用を図るため，資源状態を把握し，資源

管理方策を検討する。�

�

（２）経過の概要

ア� 漁獲統計調査

北海道資源評価�５．２．１�アカガレイの項参照�

イ� 生物調査

調査船調査として ���
年度から，漁獲対象前のアカガ

レイ若齢魚（０～３歳）の分布量を調べるために，ソ

リネット（２ノット，�� 分曳）によるアカガレイ若齢

魚調査を実施している（図１）。今年度は７月４～７日

に金星丸で２月 ��～��日に北辰丸で実施した。�

�

図１� ソリネット調査点�

ウ� 資源評価

���
年以降の年齢別漁獲尾数は，北海道資源評価�５．

２．１�アカガレイの項参照。����～����年の漁獲物の

年齢組成は今年，高津ら ��の「噴火湾における底生魚類

資源と漁場環境に関する研究� �� 底生魚類の資源変

動」に記載された北海道大学大学院うしお丸のトロー

ル調査によるアカガレイの４歳以上の年齢別採集尾数

に平均体重を乗じて重量組成に変換し，毎年の漁獲量

で引きのばすことで年齢別漁獲重量を得た。各年齢の

平均体重で除して年齢別漁獲尾数とした。なお，平均

体重は表１に示すとおりである。�

ただし高豊度年級群については，３歳で一部漁獲加

入するため，４歳以上の漁獲尾数の５％を便宜的に３

歳時の漁獲尾数と仮定した。�

アカガレイ資源の適切な資源管理を目指すために

���� 年から ��� を実施している。噴火湾のアカガレイ

は高豊度年級群とそれ以外の年級群の年齢別漁獲尾数

が著しく異なり，高豊度年級群以外では年齢別漁獲尾

数が０となる年も多い。そこで今年は，これまでの調

査結果から比較的高豊度と想定される８年級群（����，

����，����，����，����，����，���	，����）につい

てのみ，���により年齢別資源尾数と漁獲係数の推定を

行い，これら以外の低豊度年級群については初期資源

尾数（３歳魚）のみを別途計算した。�

（ア）高豊度年級群に対する����

下記の����の近似式 ��に基づいて，３歳（新規加入年齢）

から �� 歳（最高齢）までの年齢別資源尾数と漁獲係数を計

算した。�
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ここで，Ｎは資源尾数，Ｆは漁獲係数，ａは年齢，ｙは年，�

Ｃ�は漁獲尾数，�Ｍは自然死亡係数を表す。Ｍは田内・田中

の式 ��から����とした（Ｍ����／��）。最高齢の漁獲係数Ｆ

��，�
は，年級群ごとに漁獲尾数が減少し始める年齢（６～７

歳）から �� 歳までの漁獲尾数の平均減少率より年齢間の全

減少係数Ｚを求め，ＺよりＭを減じて得られた値を用いた。
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なお，����年級群の３歳および，漁獲尾数データのない����

年級群の３歳，４歳の資源尾数については，その他の各高豊

度年級群から得られた当該年齢の漁獲係数の平均値を用い

ることで計算した。�

（イ）低豊度年級群の３歳資源尾数�

上記で得られた高豊度年級群の３歳資源尾数に対する累

積漁獲尾数の比（����～��	
）の平均値（����）で，各低豊

度年級群の累積漁獲尾数を除すことによって得られた値を，

便宜的に低豊度年級群の３歳資源尾数（新規加入豊度）と見

なして用いた。�

（ウ）産卵親魚量の推定�

成熟を５歳開始とし，産卵期が１～４月頃であることを踏

まえ次式によって推定した。�

親魚資源を構成する高豊度年級群が単一の場合�
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親魚資源を構成する高豊度年級群が二つの場合
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ここで，���
�
はｙ年に発生した年級群の産卵親魚量，����

�

はｙ年の漁獲重量，���
�
はｙ年１－４月の漁獲重量，ａ，ｂ

は年齢，Ｓ
�
，Ｓ

�
はそれぞれ高豊度年級群１と高豊度年級群

２の資源重量，Ｆ
�
，Ｆ

�
はそれぞれの漁獲係数を示す。高豊

度年級群の資源重量は上記���で得られた値に年齢別平均体

重（表１）を乗じて求めた。なお，６歳以上でほぼすべてが

成熟することから，高豊度年級群が５歳であった年に限り，

（４）式または（５）式二項に���を乗じ重み付けした。な

お高豊度年級群は，単一の場合でも漁獲尾数全体の約７割以

上を占めている。�

�

表１� 解析に使用したパラメーター�

（３）得られた結果

ア� 漁獲統計調査

北海道資源評価�１．２．２�アカガレイの項� 参照�

イ� 資源生物調査

	�

 年７月，	�
	 年２月ともに 
� 調査点全てで実

施できた。�

	��� 年以降の調査で漁獲されたアカガレイの全長組

成と年齢組成を図２に示す。全長６�
 以上のアカガレ

イが漁獲されている。漁獲されたアカガレイの年齢は

１歳魚から漁獲されている。�

この調査で 
��
前後の１歳魚を漁獲することができ，

豊度の高い 	��� 年級群の出現を捉えることができた。

その後，現時点で３歳まで把握できている。�

なお 	�

 年７月の調査では 	��� 年級群が全体の

	�％と減少した。	���年級群は 
�％と前年並みであっ

た。体長 	��
前後の 	���年級群は ��％出現していた。

なお 	�
	年２月の標本は年齢査定中である。�

ウ� 資源評価

���によって計算された８個の高豊度年級群の資源豊度を比

較すると
���年級群が他の高豊度年級群より著しく高い水準で

推移しており，次いで 
��
年級群，
���年級群，
���年級群

の順となっている（図４）。�

低豊度年級群も含めた加入尾数（３歳）の推移を見ると，
��

�年級群が著しく多く，次いで
��
，
���，
���，	���，
���，

	���年級群の順となっている。	���年級群は現時点では他の高

豊度年級群より低く推定されているが，今後経年データが蓄積

されるとともに大きく変化する可能性がある（図５）。一方，

産卵親魚量（���）の推移を見ると高豊度年級群の 
���年級群

が産卵親魚になったため���は	���～	��	年には���が１万トン

を超えた。次いで
���年級群が産卵親魚の	���年や	���年の

順に���が多く，���は経年的に増減を繰り返している。近年は

高豊度年級群の	���年級群が産卵親魚となったので，	���年と

	�
�年の���が多くなっている（図６）。一方，再生産成功率（�

��）のグラフの推移を見ると，
���年級群や
��
年級群の���

は高く，	���年級群や 	���年級群，	���年級群は ���尾／ト

ン以下と低くなっている（図７）。�

高豊度年級群を含む���と新規加入として�歳魚の資源尾

数の再生産関係を見ると，高豊度年級群は���が約�����～

�����トンの範囲で出現しているが，���と加入尾数との間

に明瞭な関係は見られなかった。低豊度年級群においても

���の増減と新規加入との間に明瞭な関係は見られなかった

（図８）�

	�
�年まで漁獲量の主体であった 	���年級群は

	�
	年に９歳となり，	�

年より更に減少すると思わ

れる。そして 	���年級群は 	�
	年に８歳となり，減

少する可能性がある。またそりネット調査で確認され

た 	���年級群（図３）が 	�
	年に４歳となって漁獲

加入が本格化するが，現時点では過去の高豊度年級群

と比べて豊度が高くないため，	���年級群や 	���年級

群の減少を補うことができるとは考えにくい。�

���から推定した高豊度年級群（	���，	���，	���

項目� 値または式� 方法�

自然死亡�

係数�

����� 田内・田中の方法 ���

�
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�

年級群）を合計して求めた 	�
	年の資源重量は �����

トンとなり，	�

年（�����トン）より減少するので，

	�

～	�
	年の資源動向は減少と考えられる。�

�

�� は採集尾数�

図３� 採集されたアカガレイの全長組成（左）と年齢組成（右）�
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�

�

図４� アカガレイの高豊度年級群の資源尾数の推移�

�

図５� アカガレイの新規加入尾数（３歳）の推移�

図６� アカガレイの産卵親魚量（���）と再生産成功率（���）の推移�

図７� 噴火湾海域におけるアカガレイの産卵親魚重量（���）�

と加入尾数（３歳）の関係�
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